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巻頭言  経済学と愛 

 

佐々木 亘 

「大切なものは目に見えないんだよ」。人間の連帯性の根拠について思索を巡らせていた際、

どうしても私の頭から離れなかったものが、『星の王子さま』に出てくるこの美しい言葉です。

「家」という共同体の場合、目に見えるものは人間と家財・建物。しかし、ある場所に複数の

人間がいるからといって、そこに共同体が成立していると単純に考える人はいないでしょう。

共同体である以上、何らかの共通性が前提され、その共通性から共同体における人間の連帯性

が可能になります。じっさい、「愛」にしても「絆」にしても、目に見える側面は限定的。愛す

る人は見えても愛そのものは見えません。共同体の連帯性における根拠となるような「紐帯」

は、本来、目に見えない何かではないでしょうか。	

現在、大学教育の現場では数量化・可視化の嵐が吹き荒れています。学習成果を数量化・可

視化してディプロマ・ポリシーを査定する。少し前では考えられないことです。見えないもの

を見えるようにと数量化による可視化が浸透しており、そこに経済学の方法論がかかわってい

ます。もちろん、「人間社会において大切なことは数字にできない」などと野暮なことは言いま

せん。しかし、社会は人間が営んでいるものですから、究極的には当然、そこに人間の尊厳や

愛が見出されることになります。	

トマス・アクィナスは「法的正義(iustitia	legalis)」について、「この正義によって、人間

は、すべての徳のはたらきを共同善へと秩序づけるところの法に、一致する」と説明していま

す（S.T.II-II,q.58,a.5,c.）。この場合の法は、なにより書かれざる法としての「自然法」で

す。したがって、人間の自然本性にそくするという根源的な仕方で、すべての人間は法に一致

することとなります。この一致においてこそ、共同体の連帯性は根拠づけられると、私は考え

ております。	

法的正義による人間の法への一致は、共同善への運動における一致を意味しており、この共
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通した運動によって愛が現実化され、そこに愛にかかわる人間の連帯性が可能になると言えま

す。人間の行為は人によって千差万別ですが、幸福への運動という側面においては共通してい

ます。利他性も愛でしょう。	

さて、愛は数量化できるのでしょうか。婚約指輪の値段が必ずしも愛の評価とはなりません。

経済学と愛？通常相いれない言葉かもしれませんが、私はこれからも人間の連帯性をめぐる思

索の旅を続けて、「愛」ある経済学を目指していこうと考えております。	

（鹿児島純心女子短期大学）	

	

	

第54回全国大会のご案内 

 

大会準備委員長 織田輝哉（慶應義塾大学） 

	 経済社会学会第 54	回全国大会は、「現代社会における格差・不公平・不平等」を大会テーマ

として、2018	年 9	月 8	日（土）・9	日（日）に慶應義塾大学三田キャンパスを会場に開催され

ます。	

	

■大会会場：慶應義塾大学三田キャンパス	

■大会事務局：慶應義塾大学文学部	 織田研究室	

連絡先：〒108-8345	東京都港区三田２－１５－４５	

	 	 	 	 	 	 	 Tel.	03-5427-1158（織田研究室）Fax.	03-5427-1578	

	 	 	 	 	 	 	 E-mail：teruya@flet.keio.ac.jp	

	

《交通アクセスおよび宿泊について》	

	 会場へは JR 田町駅下車、徒歩 8 分、都営地下鉄浅草線・三田線三田駅下車、徒歩 7 分です。

羽田空港からも、京浜急行線・都営地下鉄浅草線を乗り継いで頂くと、便利です。	

	 宿泊については、田町駅・三田駅周辺にはあまりホテルが多くないのですが、JR 山手線・京

浜東北線で近接の品川駅・浜松町駅・新橋駅・東京駅周辺に多くのホテルがございます。各種

ホテル予約サイト等でご予約ください。また、近年の宿泊施設の混雑状況に鑑み、お早目のご

予約をおすすめ致します。	

	

	

■大会プログラム（次頁より）	

・共通論題：報告各 30	分、予定討論各 15	分、一般討論 30	分	

・準共通論題・自由論題：報告 30	分、予定討論 10	分、一般討論 10	分	

	

	



	3	

ıĩ ìËýĝF< Ĳĩ ìËýĝF< ĳĩ ìËýĝF<

F<ê ] �MƆ-¸ČLƇ F<ê sÁºƆ��LƇ F<ê ¾čoïƆ9�LƇ

ùýê T�öè^Ɔ�Eí�ú|ğƇ ùýê Ídõ�Ɔ��Só�î�Ƈ ùýê ¦Êě�Ɔ9{×LƇ

qđ ēĻÊRNƆÞ�LƇ qđ ď_µmƆ:3bSĖLƇ qđ ćñÒ6ƆLĕpÞLƇ

ıĪ ìËýĝF< ĲĪ ìËýĝF< ĳĪħī žŠƃŮŬƅŶƀƄŨŪŦŽƃ

F<ê �°r�ƆĔô.ÛLƇ F<ê Ö
ã!ƆLĕpÞLƇ

ùýê Đ�r²Ɔß�i§LƇ ùýê �¡ƆÞªLƇ

qđ ]fÙ�Ɔ9{×LƇ qđ ¾Ć¼Ɔ��LƇ

ıī ìËýĝF< Ĳī ìËýĝF<

F<ê �Ļ��Ɔġ"fãzOQÓ�LƇ F<ê Đ�¢�zƆ��èHLƇ

ùýê ®7�òƆØ�LƇ ùýê X�~QƆf¤LƇ

qđ sĎ(5ƆÐÎLƇ qđ �e�6ƆĤÿLƇ

ĩĪƉĪĨƊĩīƉĪĨ

ĩīƉĪĨƊĩīƉīĨ

ĩīƉīĨƊĩĬƉĨĨ

ĩĬƉĩĨƊĩĬƉĭĨ

ıĬ ¿#ĈýĝF< ĲĬ ìËýĝF< ĳĬ ìËýĝF<

F<ê Xĥè�Ɔ�4Ġ\Ƈ F<ê ĀdVµƆLĕ@§LƇ F<ê ]Ê��Ƅ8g�ąƆ��èHLƇ

ùýê �Ļ�[ĚƆ��LƇ ùýê ñ�ė5Ɔ��LƇ ùýê ñeÒ�Ɔt'SĖLƇ

qđ }ÊUĚƆ·Ĉæ½LƇ qđ ��ÑÇQƆ9�LƇ qđ ÔÊoÈƆ�ä�LƇ

ıĭ ¿#ĈýĝF< Ĳĭ ìËýĝF< ĳĭ ìËýĝF<

F<ê ďĻ� lƆ9{×LƇ F<ê �Ļ�ÙNƆ��èHLƇ F<ê LďªðƆĢÀLƇ

ùýê sÁ«IƆ��Ĉ�LƇ ùýê ĀdVµƆLĕ@§LƇ ùýê �Ļ��Ɔġ"fãzOQÓ�LƇ

qđ 1�0Ɔ�hLƇ qđ LôÙ$Ɔ`ČkÞLƇ qđ ćñÒ6ƆLĕpÞLƇ

ĦĩįƉĪĨƊ

����#�(%*���$

ēĻÊRNƆÞ�LSƇ

ļ¹āÕÝœ£zŐæ½×�SĽ

âØęŃŀê]÷©�§�ċ+œÄyŐ

�èĦƈw	êŒŗř��êœò+ŃK,

ŉŚŷƁŨŧłŘœéZ

ıĴàœ��óŒĔśŚ�ÇÏûĝ

	��#����������$

ļÜŅĠģêťƁƃĽŐŦƀųƅ��Ũ

ƃũƅĦƈ�dkœ	�

ü�ţƅŻœ×�SÏÕÝ

Ç|DŔŀłőŚ�=ŏĜÆWÏő

œł

ŤƃŬƃūŤźżŰŬŞŒŁņŚă�Ő

»±

ŹşŢƀƄŸžƃŰƅœìËýŒŁņ

Ś\ĒY�èŐ)ĉÏ��

ļ×�Ï#ĈĂ�ĽœÚÏx�Ħƈĸŕŋž

şŶžſƅĹŜ¶ÉňŊŕŋœaG�ōńř

łŘœéZ

ŢşŴŵſŬŞŐìÃ³ĦƈŝšŞůŧƄ

ŨƃƄűŧųŠŻƈ

�þťƅŵŧ¿œkÌ�ē¥jœ

x�õB%�

����#�(%*���$

ßĬF<

ĩĭƉĨĨƊĩĭƉĭĨ

ßĭF<

ĩĮƉĨĨƊĩĮƉĭĨ

�g��²ŒŗŚ¥jÕÝœøÂ

ľuëvĞ{;ĿŐĘcœĔĊĦƈĪŌ

œĀłŇŒ´ÐňŎ

ßīF<

ĩĩƉīĨƊĩĪƉĪĨ

�"�

����
#�(%*���$

L�WòP?đĺçÊą>Ɔ��èHLSƇ

ßĪF<

ĩĨƉīĨƊĩĩƉĪĨ

��"���#�$

����#�(%&���$  ���#�(%'���$ !���#�(%)���$

ßĩF<

İƉīĨƊĩĨƉĪĨ æ½Sœ�³ý¬ĄĦƈ×��áœ

�³ýŜ¯ŖŎ

ĵķĶ³ĪĨnÐŒŁņŚĜA&åçœ

¨ĉŐ+�ĦƈŲŪŭƂƅšœøÂłŘ

2*êƉ

ĺĐ�ãƆØ�LSƇ

ĺXE Ɔ��èHLSƇ

ĺd�C�Ɔ�/LSƇ

ĺÅ¾JƆf¤LSƇ

ĺôe�sƆ9{×LSƇ



	4	

	

	

	

※その他詳細や最新の情報は、別刷りの「大会プログラム」、大会当日配布の「報告要旨集」を

ご参照下さい。	
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「経済社会学」を教える 

 

森田雅憲 

	 私は学部の演習で卒業研究のテーマを選

ばせる際に「経済と社会の両方の分野にま

たがる問題であれば、テーマは自由に選ん

で良い」と指導している。彼らが選ぶのは、

たとえば、経済格差、少子高齢化、女性の

社会進出、グローバル化、AI と労働といっ

たテーマであり、たしかにこうした問題は

経済学と社会学の双方からアプローチしな

いと問題の全体像に迫ることが難しいよう

に思われる。学生とはいえ、確かな選択眼

をもっていることに感心させられる。	

	 ところで、私が所属する学部は商学部で

あり、設置されている科目は会計学や経営

学といった実践的な分野のものが大半であ

る。そうした学部にあって、経済学を専門

とする教員は少なからず肩身が狭い思いを

するものだが、社会学的なアプローチとな

ると孤立感に似た雰囲気さえ漂う。大多数

の学生は、講義の中で良く知られた企業や

商品、あるいは具体的な数字が記載された

財務諸表などがでてくる科目をこぞって履

修する。しかしそのような学部にあって、

なお、冒頭にあげたような問題を卒論のテ

ーマに選ぶ学生が少なからずいることには

勇気づけられる。	

近年、学部教育の本道はリベラル・アー

ツ教育だという主張をよく聞く。設置基準

の大綱化を受けカリキュラム改革が進めら

れていたときよりリベラル・アーツ教育の

重要性を訴えてきた筆者にとってはわが意

を得たりである。目的達成の手段として大

学での学びではなく、大学に入学するまで

に身に沁み込んだ価値観や思考習慣といっ

た「独断のまどろみ」から若者を覚醒させ

るのがリベラル・アーツ教育の目指すとこ

ろだと思う。自己利益のためではなく、広

く社会一般や人間のありようを視野に入れ

た問題に取り組むことは、しばしばそうし

た覚醒のきっかけを与えてくる。その意味

では、とりわけ実践的な学部においてこそ、

リベラル・アーツに通底する科目が必要な

のではないかと思っている。それゆえわが

学部のような実践的学部において経済社会

学を教えることは、リベラル・アーツ教育

だと言えはしないか。	

（同志社大学）	

	

	

自著を語る 

 

『公共的なるもの  ―アーレントと戦後

日本』（作品社、2018年） 

 

権安理 
かつてアーレントは、批判的な視座から

「社会的なるもの」の概念を検討した。ま

たシュミットは、「国家的なるもの」と峻別

される「政治的なるもの」の考察をした。

それは具体的な政治現象ではなく、特殊政

治的な概念規定が依存する指標であり、そ

の成果はムフに継承されている。そうであ

るならば、「公共的なるもの（“the	public”）」

の概念それ自体に対する探究もできるので

はなかろうか。本書は、このようなモチー

フで書かれている。	

「公共」や「公共性」に関する議論は、

1990 年代後半以降に活発となった。世紀を

またいだ 2001 年には、東京大学出版会から

全 20 巻に及ぶ「公共哲学シリーズ」の刊行

も開始された。そして 2010 年には、民主党

政権下で「『新しい公共』宣言」が発表され、
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今後は高校の社会科で公共という教科がで

きるという話もある。	

このように、様々な場面で取り上げられ

るようになった公共（性）であるが、概念

それ自体の精緻な検証がなされてきたとは

言い難い。それはしばしば無前提に善きも

のとされ、各論者が好む意味内容が込めら

れる。教科名や哲学のジャンル、そして公

共空間や公共圏といった空間概念、さらに

は公共性という性質を表す言葉にもなる

“the	public”が含意することは何か。ナ

ショナリストも市民派も評価する公共（性）

に、共通して前提とされていることはない

のか。このような関心から、本書は（ハー

バーマス以前にすでに公共概念を探究して

いた）アーレントに依拠して、「公共的なる

もの」の概念の普遍的な存在意義を検証し

ている。またそれを踏まえて、「公共的なる

もの」が戦後日本という具体的な歴史の中

で、いかに展開されてきたのかを明らかに

している。その歴史は、「公共性の段階（対

立）→公共圏・公共空間の段階（拡散）→

公共哲学の段階（融和と存在意義の危機）

へ」という物語として示される。本書の考

察が公共性研究の一助となれば幸いである。	

	(立教大学)	

	

	

 部会報告  

 

東部部会報告 

	

日時：2018 年 5	月 12	日（土）	

会場：立教大学池袋キャンパス	

	

第１報告	

報告者：岡山善政会員（愛知学泉大学現

代マネジメント学部）	

報告題目：経営美学の構想…経営、経営

学の人文学的な観照と洞察を求めて	

	

第 2 報告	

報告者：高橋玲会員（東京通信大学情報

マネジメント学部）	

報告題目：正統性と偏倚的実践の諸相	－

フィジーW村と NS 村の事例に見る近代化－	

（織田輝哉）	

	

西部部会報告 

	

日時：2018 年 5 月 19 日（土）	

場所：神戸大学経済学研究科「中会議室」	

	

第１報告：14:00-15:00	

	 報告者：野々村元希（同志社大学・院）	

	 論題：「弱肉強食志向」と階層の関わり―

文化的豊かさに注目して	―」	

	 討論者：小林大祐（金沢大学）	

	

第２報告：15:30-16:30	

	 報告者：王	 量亮(大阪大学・院）	

	 論題：「経済学と宗教―19 世紀のキリスト

教社会主義と経済思想への影響」	

	 討論者：近藤真司（大阪府大学）	

	 参加者数：22 名	

	

西部役員会を行い、部会報告への活性化に

ついて検討した。	 	 	 	 	 	 （藤岡秀英）	

	

	

 部会報告要旨  

 

東西合同部会報告要旨 
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戦後ドイツ年金保険の展開に関する考察 

 

森周子 
本報告では、戦後の（西）ドイツ政府が、

保障すべき年金額の「目標」をどのように

設定し、その達成のためにどのような「手

段」を取ってきたのかについて、公的年金

制度内での議論（制度枠組をめぐる議論）

と、公的年金制度とそれ以外の制度（私的

年金や社会扶助など）の組み合わせをめぐ

る議論の二つに着目した。そして、戦後か

ら最近までのドイツ年金保険制度を、公的

年金と私的年金（企業年金と個人年金）に

ついて、思想的背景および社会状況・経済

状況の変化を踏まえつつ概観した。	

2000 年代以降、公的年金は実質的には従

前所得保障年金から最低保障年金へと転換

したものの、私的年金とのセットで従前所

得保障年金を志向するようになった。被保

険者の労働については、収入の高さではな

く、長期間にわたる労働への従事を評価す

るようになり、また、育児・介護への貢献

も評価し、年金額に積極的に反映させるよ

うになった。さらに、低年金・無年金者に

は、公的年金制度の外（社会扶助制度のな

かの基礎保障制度）で対応するようになっ

た。これらのことから、政府としては理念

として従前所得保障を手放したわけではな

く、公的に私的年金を制御することにより

三本柱で従前所得保障を賄おうとする新た

な段階が到来したと論じ、このことを「社

会国家（給付志向）」から「制御国家（給付

＋制御志向）」への転換であると指摘した。	

さらにいえば、この変化は、公的年金保

険の制度内での関与等価性という形でので

きる限りの保険原理の堅持であり、公的な

助成制度による私的年金への加入促進（「リ

ースター年金」など）も、社会的調整に下

支えされた保険原理の強化と捉えられる。

このことは、公的年金保険の制度外（社会

扶助制度）での（社会的調整による）低年

金者への対応も含めて社会的市場経済概念

のあらわれであり、先行研究で論じられて

いるように、自由主義への単純な転換とは

言い切れないと結論づけた。	

	 	 	 	 	 	 （高崎経済大学）	

	

	

東部部会報告要旨 

 

経営美学の構想 

…経営、経営学の人文学的な観照と洞察を求めて 

 

岡山善政 
本報告の目的は、未だ端緒というべく、

その全容解明には遥かに遠い経営美学の学

問的な構想と方途について、経営学の領域

を超えた新たな地平からの接近と展望の必

要性について概観を試みた点にある。この

経営美学の構想の問題意識としては、戦略

経営論の命題としての「戦略は直観に従う」

という定性的な発展動因観の応用が潜勢し

ている。すなわち、経営発展は、単に経済

合理性のみならず、むしろ広く価値諦視と

しての美的契機に根ざしているのではいか

という視点である。こうした問題意識に基

づき、「経営美学が経営戦略を規定する」と

いう命題を措定して、本論では経営美学の

視座と方法について私見を披瀝した。本論

に先立ち、内外の先行研究を渉猟して、こ

こでいう経営美学は、いわゆる美徳として

の善、換言すれば倫理/道徳概念とは異なる

ことを念頭にする点を確認した。そこでは、

善と美、倫理と美の差異が問われることに
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なる。そして、両者はしばしば矛盾するも

のとした。かかる先行研究の認識を足場に

経営美学の視座と方法を次のように検討し

た。まず、経営美学の視座は、X：美の主体

―客体、Y：観念としての美―雰囲気として

の美、Z：認識レベルでの美―実践レベルで

の美、という３つの軸で把捉すべきものと

した。次に、経営美学の方法は、端的に、

ポストモダンと複雑系を基調とする新しい

システム思考を想定すべきものとしつつも、

あくまでも、科学というよりは哲学による

べきものと考え、ゲルノート・ベーメの美

学の論理に注目すべき点を指摘した。さら

に、経営美学の本質については、経営美学

のもつ非科学性、観照性、および超経営学

性について考察の必要を解明した。最後に、

経営美学に関連する今後の課題として、経

営学への人文学的な接近の可能性と妥当性

について、経営社会学、経営文学、経営哲

学、および経済社会学から検討した。	

(愛知学泉大学)	

	

	

正統性と偏倚的実践の諸相 

－フィジーW村と NS村の事例に見る近代化－ 

 

高橋玲 

地域社会に浸透する市場原理に対して、

地域社会の経済主体はいかなる対応を見せ

るのか。本報告では、新たな経済人類学の

枠組みに立脚し、その具体的様相をミクロ

の次元で叙述する。資本主義の世界が要請

する価値体系に相対しながら、彼らは新た

な社会経済的環境に自らを順化させようと

もがき、「資本主義のハビトゥス」に整合す

る行為を求めて「さまよって」いる。その

様相の具体的描出こそが，経済人類学の実

証的側面を補完する。	

報告者はかつて，R.ファース、J.A.シュ

ムペーター、C.ギアツ、及び P.ブルデュー

の視座を、経済人類学の新たな地平に位置

づける理論的作業を行った。	

ブルデューは、過去の経験と反省で構成

される価値体系が心的構造として身体化さ

れたものを「ハビトゥス」と呼んだ。個々

人のハビトゥスには、ある局面における「妥

当な選択」を表象する「場の正統性」が構

造化されているが、他方、性向や経験を反

映させたハビトゥスは個々人の間で異なる。

結果として、ある「場」に現出する個々人

の行為の形式には「偏倚的実践」の相が見

られる。	

ティコピア社会という具体的な「場」に、

個々人の諸行為間の「偏倚」が生じうる可

能性を指摘したファースの論点は、ブルデ

ューの知見を拓く端緒であった。また、「場

の正統性」からの偏倚を含む行為が生ずる

可能性を、「行為者の力能」という主体的条

件から展開したシュムペーターと、「偏倚的

実践を産出する文化資本」という客体的条

件から展開したギアツの所論は、ブルデュ

ーの諸概念を参照した新たな経済人類学の

基層となる。	

本報告では、具体的事例としてフィジー

の W	村と NS	村を取り上げ、経済人類学の

分析枠組を用いて考察する。近代化と伝統

との相克の中で、フィジーの相互扶助組織

には、偏倚的実践の諸相と、それに伴う正

統性の変革が見られた。それらの具体的あ

りようを見ることで、新たな経済人類学の

方向性を示すことにしたい。	

(東京通信大学)	
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西部部会報告要旨 

 

「弱肉強食志向」と階層とのかかわり 

―文化的豊かさに注目して― 

 

野々村元希 

	 昨年の第 53 回全国大会で、報告者は競争

志向や自己責任志向、反福祉志向など、ネ

オリベラリズムにかかわる諸意識の構造に

ついて論じた。計量データの分析から明ら

かになったのは、こうした諸意識の中核に

「弱肉強食志向」と呼ぶべき心性があると

いうことである。この弱肉強食志向につい

て、階層やその豊かさといった観点から試

論的に検討するのが本報告の目的である

（検討は引き続き計量分析を通じて進めら

れる）。	

	 まず、過去の豊かさにかかわる変数と弱

肉強食志向のかかわりを検討する。たとえ

ば、かつて自宅で所有していた財産（「自家

用車」や「ピアノ」など）に焦点を置き、

これを経済的な財産と文化的な財産とに区

別した上で、それぞれの所有数と弱肉強食

志向の関連を分析してみると、文化的な豊

かさにかかわる家財の所有数が少ないほど

弱肉強食志向が強くなることがわかった。

また現在の豊かさについても、経済的なと

いうよりは文化的な豊かさ（読書量の多さ

や文化活動の頻度の高さ）が弱肉強食志向

を弱めるという傾向が明らかとなった。	

	 次に、弱肉強食志向を従属変数とする重

回帰分析を行う。それによって確認された

のは、過去に家に多くの本があったことは

弱肉強食志向を弱めるが、その効果は現在

の経済的な豊かさに関する変数を投入して

も消えないといったことである。	

	 ではなぜ文化的な豊かさが弱肉強食志向

を弱めるのか。このことを考えるために、

今度は文化的な豊かさがもたらすものにつ

いて検討する。分析によると、文化的な豊

かさは価値観の異なる人びとへの肯定的な

態度（「共存志向」）を生む。小説や音楽な

ど、文化・芸術作品への接触は、現状の世

界とは異なる世界が現実にあるということ

を認識する契機となり、異なる世界、異な

る価値観のもとで生きる人びとを理解する

姿勢を育むがゆえに、非弱肉強食的な心性

をもたらすのではないか。文化・芸術を愛

好する人びとのこうした心性について、今

後より深く検討していきたい。	

（同志社大学・院）	

	

	

1848-54 年のキリスト教社会主義運動と 

経済思想への影響 

－ジョン.M.ラドローら中心人物を重点的に－ 

 

王量亮 
キリスト教社会主義運動は、1848 年から

54 年までの間に、国教会のグループが主導

した運動であり、功利主義的政策に対し異

論を唱え、宗教的な枠組みを基に社会厚生

の改革を目指した。ジョン・M・ラドロー

（1821−1911）はその中心人物の一人で、フ

レデリック・D・モーリス、ともに活躍した

人物である。本稿ではキリスト教社会主義

運動が見せた有機的な対応はその後のイギ

リス社会の発展に大きく寄与したことを証

明する。	

神学的に運動を率いていたのは広教会派

で神学者であったモーリス（1805-72）であ

る。神学体系の原理として「政治、経済的

公正の要求」があり、オックスフォード運

動と思想的に対立した。「世俗主義よりもキ
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リスト教本来の精神を社会改革の基礎とす

べき」	と考え、「思いやりのない（無神論

的）競争を軽減」することを第一とした。	

政治経済学的に運動を率いたラドローは

英領インドで生まれ、1843 年にロンドンへ

と移動し、法僧院で法律を学び弁護士とな

る。彼は活動家の中でも経済学の重要性を

認めており、活動に対する経済的な問いに

対し、もっとも純粋に回答しえたとセリグ

マンが評価した。労働者の自己発展能力

（self-development,	self-help）の可能性

を強く訴え、貧困の克服のために活用すべ

きと説いた。暴力ではなく、知性を持って、

法整備や教育など正当な手順をもって労働

者や貧困層の救済を目指した点は、大陸と

は対照的である。政治経済学の方向性は「富

を生み出すことではなく、人間を生み出す

こと」であると主張した。	

完全な放任政策に限界を感じ、労働者の

可能性を最大限生かすためにキリスト教社

会主義者たちは、無知と貧困に苦しむ労働

者と現状改善を目指す経済学とをつなげる

懸け橋であった。経済学的な議論の中で社

会厚生を重視する思想はこれまで経済学者

を中心に語られてきたが、彼らに協力し、

労働者の自発性に希望を持った実務者たち

の経験もまた同じく重要な知的財産である。	

(大阪大学・院)	

	

	

新入会員自己紹介 

	

【稲垣円】	

本年より、経済社会学会の会員となりま

した、慶應義塾大学大学院政策・メディア

研究科の稲垣円と申します。	

現在、市町村再編後に設立された住民自

治組織（地域自治(自主)組織、まちづくり

協議会などと呼ばれる）の形成過程や地域

運営の主体としてのあり方や支援策などに

ついていくつかの地域を対象として研究し

ています。会社勤務を経て大学院に入学し

たため、研究という面ではまだまだ未熟で

はありますが、多様な専門分野の先生方よ

りご指導・ご鞭撻いただければと思います。

どうぞよろしくお願い申し上げます。	

（慶應義塾大学・院）	

	

【佐々木秀夫】	

新たに入会させて頂きます慶應義塾大学	

政策・メディア研究科の佐々木秀夫と申し

ます。これまで 20 年近く横浜市の休耕農地

で精神障がい者が「農」を実践する日中生

活支援事業所などを運営しています。私の

研究における関心は、現代社会で生き辛さ

を感じている精神障がい者や引きこもり者

など様々な心の病を抱えている者を社会と

の繋がりで捉え、また「農」を生産活動と

してではなく、自然と人間が触れ合いなが

ら生きる行為と捉え、「農」が、これらの者

が社会との関係性を新たに構築するうえで

果たす効果と、地域社会にとっても、心の

病を抱えている者との共生社会づくりに果

たす効果とその意義とは何かを解明するこ

とです。日本の近代化、特に高度経済成長

期以降の急速な都市化や生活スタイル、価

値観の変化が心に与えた影響はまだ十分に

総括されているとは思えません。超少子高

齢化・人口減少社会を迎えるなかで人間に

とり真の豊かさとは何かを考えたいです。	

（慶應義塾大学・院）	

	

【鈴木栄之心】 
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究
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科後期博士課程の鈴木栄之心と申します。

専門分野は行政学、地方自治論です。	

これまでの研究では、市町村が政策実施

の意思決定を行うに当たって、どのような

行動をとるのか、また、その行動によって

政策はどのような帰結となるのかを主なテ

ーマとして取り組んできました。例えば、

市町村が住民組織の活用する廃校施設を公

共施設として扱うのか、それとも民間施設

と同様に扱うのかによって、施設の利用者

数や稼働率に有意な差が生じることを実証

的に分析しました。	

現在は、介護サービス水準の市町村間格

差や、介護人材の需給ギャップの解消・軽

減を図るために、市町村はどのような行動

をとれば良いのかを研究テーマとして掲げ

ています。介護に限らず、社会課題は様々

な要因が複雑に交錯していることから、研

究遂行に当たっては常に学際的なアプロー

チをとり、市町村の実務に寄与することを

強く意識したいと思います。	

（慶應義塾大学・院）	

	

	

 議事録  

	

東部部会役員会議事録 

	

日時：2018 年 5 月 12日（土）13:00～14:10	

会場：立教大学池袋キャンパス	

5 号館 1階第一会議室	

司会：恩田理事	

	

＜議題＞	

１．新入会員承認の件	 	

上沼理事から現時点で入会申込者なし

との報告があった。	

	

２．第 54 回全国大会プログラムの件	

準備委員長の織田理事から配布資料を

通して、日程確認、会場・教室、懇親会、

報告の申し込み締め切り(5 月 20 日まで

延長)、ラウンドテーブル(廣瀬理事と宮

垣理事の 2名エントリー)、共通論題の報

告者・討論者(首都大学阿部彩子先生のみ

確定)について報告があった。具体的なプ

ログラムの内容は今後検討していく。な

お本年度は会長講演がプログラムに入る

ことが確認された。	

	

３． 会務報告の件	
（１）年報	

水原理事から以下の報告があった。査

読論文として 17 本のエントリーがあり、

そのうち掲載可 9 本掲載不可 5 本で、査

読完了していないものが 3 本あるため 5

月 14 日から再度査読者に査読を促す。書

評は寺島幹事が進めている。上沼理事か

ら最近の傾向として大会報告で予定討論

者などからのアドバイスや意見を反映さ

せた論文作成が少ないという意見があっ

た。これについて水原理事から論文の脚

注での対応や修正記録などで反映させる

のはどうか、また宇佐見理事から他学会

の事例紹介、さらに恩田理事から大会報

告論文は 1 年後の刊行が原則だが自由投

稿論文は査読を踏まえ時間をかけて掲載

する方法などの意見が出された。	

	

（２）ニューズレター	

宮垣理事から 63 号の報告があった。宇

佐見理事からレイアウトについて意見が

あった。また上沼理事から予算項目（表）

も掲載すべきではとの指摘があり、次回
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以降の形態について西部事務局と調整す

ることとなった。	

	

（３）部会	

織田理事から本日の部会で、岡山善政

会員と高橋玲会員が報告することが伝え

られた。	

	

（４）日本経済学会連合	

森理事から現時点では特に伝えるべき

事項はないとの報告があった。	

	

（５）日本学術会議・事務局	

上沼理事から、日本経済学会連合事務

局より平成 30 年度分担金（会費）35,000

円の納入依頼書が 4 月に届き、既に会計

担当の鈴木理事宛に伝えた。またニュー

ズレター「日本経済学会連合よりのお知

らせ（平成 30 年 4 月）」が届いているが、

詳細は本学会ホームページにリンクされ

ている同連合ページで確認いただきたい

との報告があった。	

	

（６）その他	

廣瀬理事から本年の全国大会開催校へ

の学会ホームページ記事用のパスワード

の発行について報告があった。	

	

４．その他	

恩田理事から、6月の合同役員会に「社

会学系コンソーシアムの加入」および「年

報の販売と在庫管理」について議題とし

てあげることが報告された。社会学系コ

ンソーシアムについて宇佐見理事と上沼

理事から加入する際の会費やメリットと

デメリットについて、また本学会の創設

理念に関わるのでさらなる議論と検討が

必要ではないかという意見が出されたが、

昨年 12 月の東部役員会で報告したとお

り、年会費は 1 万円で、経済学の連合団

体だけでなく社会学の団体にも加入する

ことで本学会の活動をより多くの人に知

ってもらう機会が広がること、また規約

の資料も出して合同役員会で報告すると

の説明が恩田理事からあった。	

(恩田守雄)	

	

	

西部部会役員会議事録 

	

日時：2018 年 5 月 19 日	

会場：神戸大学	

司会：永合理事	

	

＜議題＞	

１．全国大会について	

プロコミ委員長の織田理事からの連絡

にもとづいて、共通論題の報告者・討論

者の依頼状況、ならびに自由論題の応募

情報について説明があった。自由論題の

報告枠に余裕があることから、応募・推

薦への協力が要請された。	

	

２．部会の活性化について	

部会の活性化のために、次の３つの対

策を講じることが承認された。	

(1) 報告者募集および部会開催の案内を
ホームページに掲載する。	

(2) 新入会員の申し込みがあった場合、
事務局から担当役員に新入会員の情

報を伝える。担当役員は、部会報告

をしていない新入会員には部会での

報告を促すメールを送付するととも

に、推薦者の先生にも部会での報告
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を促していただくよう依頼する	

(3) 書評セッションを開催する。	
	

３．名誉会員の推薦	

福田亘理事の名誉会員への推薦を 6 月の

東西合同役員会で提案することが承認され

た。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （鈴木純）	

 
 

東西合同役員会議事録 

	

日時：2018 年 6 月 9 日（土）14:00～16:30	

会場：名古屋学院大学丸の内サテライト	

	

＜議題＞	

１． 新入会員承認の件	
	 鈴木理事より、昨年の総会以降の申込

者の入会承認が報告された（敬称略）。	

	

稲垣円（慶應義塾大学	 地域コミュニテ

ィ・住民自治）	

（推薦）宮垣元,	織田輝哉	

佐々木秀夫（慶應義塾大学	 地域福祉

論・農福連携）	

（推薦）宮垣元,	織田輝哉	

鈴木栄之心（慶應義塾大学	 介護サービ

ス水準の市町村格差）	

（推薦）宮垣元,	織田輝哉	

王量亮（大阪大学	 マーシャル経済学）	

（推薦）橋本昭一,	近藤真司	

徐天堯（大阪産業大学	 ダイナミック・

ケイパビリティとイノベーション）	

（推薦）朴容寛,	若林直樹	

髙橋玲（東京通信大	 グローバル化と地

域経済）	

（推薦）廣瀬毅士,	上沼正明	

前野譲二（早稲田大学	 情報技術の進展

が社会に与える影響）	

（推薦）廣瀬毅士,	上沼正明	

	

２． 社会学系コンソーシアム加入の件	
	 恩田理事より､配布資料に基づき､コン

ソーシアムの規約、組織の背景、加入の

メリットとデメリットについて説明があ

り、メリットとしては、経済社会学の学

問領域の存在を広くアピールできること、

現在経済学学会連合にのみ加盟している

という点でのアンバランスを解消できる

ことなどが挙げられた。デメリットとし

ては、費用負担(1 万円)、組織運営のため

の人員負担の内容がまだ定かでないこと

が挙げられた。加入の是非、時期につい

て協議し、その他メリット、デメリット

をめぐる意見が出されたが、西部役員会

ではまだ議論がなされていないこともあ

り、今後協議を継続することになった。	

	

３． 年報の販売と在庫管理の件	
恩田理事より、年報の販売と在庫管理

についての現況、問題点、改善すべき点

などについて説明がなされた。販売につ

いては、発注部数などの問題解消に向け

て出版社と協議して詰め、在庫管理につ

いては、西部事務局（鈴木研究室）での

物理的、費用的な負担を解消すべく、出

版社で一元管理する方向で進められるこ

とになった。なお会員所属機関への所蔵

促進や未公開号のデジタル化の検討を継

続する意見があった。	

	

４．第 54 回全国大会プログラムの件	

大会委員長の織田理事より、配布資料

に基づき、大会プログラム原案の提案と

説明があり、未定の報告者、討論者、座
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長、依頼担当者について協議した。6月中

を目途に、依頼結果を宮垣理事にメール

でお伝えすることになった。調整がつか

なかった役割の選定については、東西の

プログラム委員会に一任することになっ

た。大会事務局を中心に、大会プログラ

ムを確定してもらうことになった。	

	

５．会務報告の件	

【年報編集】	

水原理事より、40 号の編集状況につい

て報告があった。査読論文は 17 本のエン

トリーのうち 11 本が掲載可であること、

書評 3 本は寺島幹事によって進められて

いることなどの内容が示された。	

	

【ニューズレター】	

宮垣理事より、64 号（7 月刊行予定）

の編集状況について報告と原稿依頼があ

った。	

	

【部会】	

東部の織田理事より、昨年 12 月 16 日

の東部部会で小田和正会員の報告が、ま

た、本年 5月 12 日の東部部会で岡山善政

会員と高橋玲会員の報告が行なわれ、次

回の部会は12月8日に開催予定であると

の報告があった。	

西部の藤岡理事に代わり永合理事より、

12月と5月に西部部会で研究報告がなさ

れ、詳細は次号のニューズレターで報告

される旨が伝えられた。	

	

【日本経済学会連合】	

	 森理事より、5月 14 日に早稲田大学で

開催された評議委員会についての報告が

あった。上沼理事より、日本経済学会連

合事務局より平成 30 年度の分担金（会

費）3万 5000 円の納入依頼書が届いたこ

とを受け、会計手続きをしたことが報告

された。	

	

【日本学術会議】	

	 特になし。	

	

【若手研究者支援制度（「唐澤基金」）】	

宇佐見理事に代わり間々田会長より、

第 54 回全国大会における若手研究者支

援制度「唐澤基金」の運用は例年通りと

する旨が報告された。	

	

６．その他	

【会員名簿】	

鈴木理事より、9 月に新しい会員名簿

が完成することについての報告があった。	

	

【名誉会員への推薦】	

	 永合理事より、西部の福田亘理事（岡

山商科大学）を名誉会員に推薦すること

が提案され同氏の学会役職の略歴が紹介

された。協議の結果、承認された。9 月

の総会で報告された後も理事職は継続さ

れるが、次回理事選挙では被選挙権がな

くなる点も確認された。	

	

【若手研究者支援制度】	

織田理事より、第 54 回大会については

現時点で 2 名の申請があることが報告さ

れた。																			（恩田守雄）	

	

	

日本経済学会連合会評議員会報告 

 

日本経済学会連合平成 30年度第 1回評議
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員会が 5月 14 日（月）午後 6時より早稲田

大学 11 号館 4 階大会議室にて開催された。	

	 報告事項としては、まず、平成 30 年度第

1次補助申請審査報告（1件の学会会合費）

があった。次に、『英文年報』第 38 号の編

集委員および執筆委員の紹介と、連合ニュ

ース第 54 号 WEB 発行の報告がなされた。	

	 協議事項としては、平成 29 年度決算報

告・監査報告、平成 30 年度予算（案）・事

業計画、第 4 回アカデミック・フォーラム

開催案について、いずれも承認された。ま

た、日本会計史学会の加盟申請が承認され

る予定であり、これで加盟学会は 64 学会と

なる。																									(森周子)	

	

	

 ホームページの案内  

	

http://web.waseda.jp/assocs-soes/ 
 
全国大会の開催概要や年報・ニューズレ

ターのバックナンバーなど、学会活動の情

報を随時掲載しています。あわせてご活用

下さい。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （上沼正明）	

	

	

	

 会員名簿情報更新のお願い  

	

今年度内に会員名簿を改訂します。会員情報の更新がある場合は、8月末日までに、西

部本部事務局までご連絡ください。	

	

照会事項	【氏名・所属機関名・メールアドレス・研究テーマ（20 字以内）】	

	

• 現行の名簿は 2014 年 6 月に発行されたものです。それ以降に事務局に異動のご連絡を
いただいている場合は、今回のご連絡は不要です。	

• 各会員のメールアドレスの公開/非公開は、現行名簿（および入会申込書）にしたがい
ます。変更される場合にはご連絡ください。	

• 新しい会員名簿は冊子体としては発行しません。ご希望に応じて、パスワード付き pdf
ファイルを eメールにて送付します（eメールを利用できない場合には印刷したものを

郵送することも可能です）。改訂は 10 月を予定しています。ファイルの希望方法等に

ついては、会員総会（2018.9）、および次号ニューズレター、学会ホームページ等でご

案内します。	

	

連絡先：西部本部事務局	鈴木純（神戸大学）	

suzukij@econ.kobe-u.ac.jp	 	または	 (FAX)	078-803-6808	
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会員異動 

 

【新入会員】 

稲垣	 円	 	 慶應義塾大学（大学院）	 地域コミュニティ・住民自治	

	 	 （推薦）宮垣元,	織田輝哉	

佐々木	 秀夫			 慶應義塾大学（大学院）	 地域福祉論・農福連携	

（推薦）宮垣元,	織田輝哉	

鈴木	 栄之心	 	 慶應義塾大学（大学院）	 介護サービス水準の市町村格差	

	 	 （推薦）宮垣元,	織田輝哉	

王	 量亮	 	 大阪大学（大学院）	 マーシャル経済学	

	 	 （推薦）橋本昭一,	近藤真司	

徐	 天堯	 	 大阪産業大学	 ダイナミック・ケイパビリティとイノベーション	

	 	 （推薦）朴容寛,	若林直樹	

	

【所属変更】 

山本	 慎平	 北星学園大学短期大学部	

	

	

経済社会学会年報 自由投稿論文 募集 

	

〒390-8621	松本市旭 3-1-1	信州大学人文学部	水原研究室内	

		経済社会学会年報編集委員会事務局宛	

					E-Mail	editsoes@shinshu-u.ac.jp	

TEL	 		080-5173-7269	

	

J-STAGE 閲覧の「購読者番号」「パスワード」：sss2015	
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